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GB21-1及び GK20航海におけるトカラ列島周辺海域における海底地形観測（高下ほか）
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適応することは難しいが，これをアナロジーとして用い
ると，今回見つかった海丘群も拡大（伸長）量とメルトの
供給のバランスに支配されていると予想される．つまり，
今回発見された海丘列の大きさのバリエーションは，伸
長場とメルト供給のバランスのゆらぎによるのではない
かと現時点では推測する．上記仮説の検証には，先述し
た広域での線状構造の分布の把握に加え，海丘列の年代
情報が鍵と考える．線状構造を示すグラーベン構造もゆ
らぎの一部と見なすことができるのかも検証が必要であ
る．

これまで沖縄トラフ北端部ではリフティングに関連し
た火山活動は見つかっていなかった．今回記載した海丘
群の走向がリフティングに伴う断層活動に規制されてい
るとすれば，沖縄トラフ全体での比較研究による背弧拡
大のテクトニクスの解明につながるため非常に重要な地
質構造と考えられる． 

3. 3. 　後方散乱強度図
後方散乱強度は概して，海底表面の底質の違い（露岩

は反射が強く，堆積物は弱い）を反映している．今回は-35 
db以下をノイズとして扱い，それより大きな値のみで
20 mグリッドを作成した（第3図）．色はヒストグラムの
最頻値を確認し，それより強度が強い＝白，強度が弱い
＝黒として表現されるような設定でプロットした．後方
散乱データが様々な要因に大きく影響を受けることは既
に述べた．例えば第3図Aの一部を拡大すると，測線の
途中から色が劇的に変化しているような箇所が見られた

（第3図B矢印）．これは底質が劇的に変化した訳ではな
く，船速度・水深などの影響でマルチビーム測深器の設
定が変化し音波を弱く発信するように変化したことに依
る．このような人工的な変化も記録していることを念頭
に置いて観察をおこなった．またGK20航海ではMBES
観測をサブボトムプロファイラー観測と同時に実施した
ことにより後方散乱強度データには大量のノイズが含ま
れていた．このため，後方散乱強度の観察はGB21-1航
海のデータのみで実施している．

まず宝島西方に位置し，濁
に ご り

り曾根を囲う平らな地形（第
7図）では後方散乱強度が非常に弱い様子が見られた．同
じ平らな地形でも，トラフ底とされる場所ではより反射
強度が強い物質が堆積している様子が見られる（第3図
Ａ）．また第3図Cの箇所では非常に連続的でリズミカル
なラミナが存在することが見られた．また海底地形では
十分観察できていなかったが悪石島東沖や平島南沖では
柔らかい底質の上に固いものがブロック状に存在してい
る様子が示唆された（第3図D，E矢印）．小林(2008)によ
ると悪石島は過去1万年以内，平島はより古い数十万年
以内に噴火した火山とされており，火山性の崩壊堆積物
と推測されるが，崩壊地形かどうか断定を行うにはまず
これらの崩壊堆積物と思われる構造に関して，堆積物の

分布，形状や内部構造を整理すること，さらに今後の地
質図航海を経て，より広域で詳細な海底地形が取得され
ることと，トカラ列島周辺でほかにも同様の崩壊地形が
存在していないか確認することが重要と考えられる． 

４．まとめ

GB21-1及びGK20調査航海では主としてトカラ列島
周辺海域の調査で高解像度海底地形が新たに取得され
た．取得された地形の観察から主として２つの線状構造

（N24°E，N73°E）が混在する地域であることが明らかに
なった．横ガン曾根の西側でN24°E方向の崖がN73°E方
向で細かく切断されていることから，順序としてはN24°
E，N73°Eの順番で構造が形成された可能性が高い．ま
た海底地形が高解像度で得られたことで，横ガン海丘南
部にN73°E方向に配列する海丘群を新たに報告し，こ
れを横当雁行海丘群として記載した．この海丘群はダイ
ポール型の磁気異常を呈することと反射法地震探査の観
測結果から，火山性の構造であることが推測される．一
般的に中央海嶺で形成される火山性の構造はメルトの供
給量と伸長速度のバランスに支配されるが，これをアナ
ロジーとして用いると同様のメカニズムが働き，この海
丘群ではダイクや海丘列として現れている可能性が考え
られる．両線状構造がそれぞれ沖縄トラフ形成とトカラ
ギャップの形成に関する構造である場合，沖縄トラフ形
成史の理解に重要な構造である可能性が高い．後方散乱
強度図からはラミナ，崩壊堆積物等の海底地形図からは
判別が難しい詳細な堆積構造が見られた．

謝辞：今回の調査では，望星丸・第二開洋丸の船長をは
じめ，乗組員・運用士の方々，RAやアルバイトで乗船
された方々，および調査団の研究員の皆様には調査機器
の運用やデータ記録に関してご尽力頂きました．望星丸
における観測については，特に玉井隆章技術員の尽力に
大変お世話になりました．また，査読者である石塚　治
氏の有益なコメントにより，本稿は大幅に改善されまし
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